
参考資料３ 

屋 久 島 世 界 遺 産 地 域 科 学 委 員 会 設 置 要 綱 

（ 目 的 ） 

 第 １ 条  世 界 遺 産 に 登 録 さ れ た 屋 久 島 の 自 然 環 境 を 保 全 す る に あ た っ て 

講 じ ら れ る 科 学 的 な デ ー タ に 基 づ い た 順 応 的 管 理 に 必 要 な 助 言 

を 、 屋 久 島 世 界 遺 産 地 域 連 絡 会 議 が 得 る た め 、 学 識 経 験 者 等 に よ 

る 委 員 会 を 設 置 す る 。  

（ 検 討 事 項 ） 

 第 ２ 条  委 員 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 必 要 な 検 討 を 行 う 。  

（ １ ） 屋 久 島 の 世 界 自 然 遺 産 地 域 と し て の 価 値 の 保 全 に 関 す る 事 項 

（ ２ ） 屋 久 島 の 自 然 環 境 の 保 全 、 管 理 及 び 持 続 可 能 な 利 用 に 関 す る 事 

項  

（ ３ ） 保 全 、 管 理 及 び 持 続 可 能 な 利 用 の た め の 調 査 研 究 ・ モ ニ タ リ ン 

グ に 関 す る 事 項 

 （ ４ ） そ の 他 目 的 達 成 の た め に 必 要 な 事 項  

（ 構 成 ） 

第 ３ 条  委 員 会 は 、 次 に 掲 げ る 委 員 、 管 理 機 関 等 を も っ て 構 成 す る 。 

 （ １ ） 委 員 

      第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 事 務 局 長 か ら 委 嘱 さ れ た 学 識 経 験 者 

（ ２ ） 事 務 局 

 第 ５ 条 第 １ 項 に 定 め る 行 政 機 関  

（ 運 営 ） 

 第 ４ 条  委 員 会 は 、 委 員 長 が 招 集 し 、 議 事 進 行 を 行 う 。 

 ２  副 委 員 長 は 、 委 員 長 を 補 佐 し 、 必 要 に 応 じ て 委 員 長 の 職 務 を 代 

理 す る 。 

 ３  委 員 長 及 び 副 委 員 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ り 選 出 す る 。 

 ４  委 員 長 は 、 必 要 に 応 じ て 、 委 員 以 外 の 学 識 経 験 者 等 に 対 し 、 委 

員 会 へ の 出 席 を 求 め る こ と が で き る 。 

 ５  委 員 会 は 、 重 要 な 事 項 に つ い て 検 討 を 深 め る た め 、 委 員 会 の も 

と に 部 会 ま た は ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 設 置 す る こ と が で き る 。 

 ６  委 員 会 は 、 原 則 と し て 、 議 事 に つ い て は 議 事 録 を 公 開 す る も の 

と す る 。 な お 、 資 料 に つ い て も 原 則 と し て 公 開 と す る が 、 希 少 

種 の 生 育 位 置 情 報 を 含 む な ど 、 公 開 す る こ と が 不 適 切 な も の に 

つ い て は 委 員 長 判 断 で 非 公 開 に で き る 。 

 （ 事 務 局 ）  

第 ５ 条  委 員 会 の 事 務 局 は 、 環 境 省 九 州 地 方 環 境 事 務 所 、 林 野 庁 九 州 森 

林 管 理 局 、 鹿 児 島 県 、 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会 及 び 屋 久 島 町 に よ っ て 

構 成 す る 。  

２  対 外 的 な 連 絡 窓 口 及 び 委 員 の 委 嘱 に 係 る 事 務 を 行 う 代 表 機関は 、 

環 境 省 九 州 地 方 環 境 事 務 所 及 び 林 野 庁 九 州 森 林 管 理 局 が 交 互 に 務 

め 、 当 該 事 務 局 の 代 表 機 関 の 長 が 事 務 局 長 を 務 め る 。 

 （ そ の 他） 

 第 ６ 条  委 員 会 は 、 世 界 遺 産 地 域 の 適 正 な 管 理 に 資 す る た め 、 屋 久 島 山 

岳 部 保 全 利 用 協 議 会 等 と の 連 携 ・ 協 力 を 図 る 。 

 ２  上 記 に 定 め の な い 事 項 で 、委 員 会 の 運 営 に 必 要 な も の に つ い て 

は 、別 に 定 め る 。 

 （ 附 則 ） こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ １ 年 ６ 月 ２ ８ 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 附 則 ） こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ６ 年 ７ 月 １ ６ 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 附 則 ） こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ９ 年 ８ 月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。  
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屋 久 島 世 界 自 然 遺 産 地 域 科 学 委 員 会 委 員 の 委 嘱 手 続 等 に 関 す る 要 領 

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は 、 屋 久 島 世 界 自 然 遺 産 地 域 科 学 委 員 会 （ 以 下 、 「 科 学  

   委 員 会 」 と い う 。 ） 設 置 要 綱 第 ６ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 科 学 委 員 会 委 

  員 の 委 嘱 手 続 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

 

 （ 委 嘱 手 続 ） 

第 ２ 条  委 員 へ の 委 嘱 は 、 事 務 局 長 が 書 面 を も っ て 行 う 。 

 

 （ 任 期 ）  

第 ３ 条  委 員 の 任 期 は 、 委 嘱 を 受 け た 年 度 の 翌  々の 年 度 末 ３ 月 ３ １ 日 ま 

で と す る 。 た だ し 、 年 度 途 中 に お け る 委 嘱 及 び 再 任 を さ ま た げ な 

い 。  

 

（ 附 則 ） こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ６ 年 ７ 月 １ ６ 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 附 則 ） こ の 要 領 は 、 令 和 ５ 年 ７ 月 １ ４ 日 か ら 施 行 す る。 



別紙１ 

屋久島世界遺産地域科学委員会 

ヤクシカ・ワーキンググループの設置について 

 

１ 目 的 

厳正な保護を図るべき屋久島世界遺産地域において、ヤクシカの採食等により森

林の植生や希少植物の生育等に悪影響が出ていることから、世界遺産地域における

ヤクシカ被害について対策を講じるにあたり、科学的知見に基づいた助言を得るこ

とを目的として、屋久島世界遺産地域科学委員会設置要綱第４条第５項に基づきヤ

クシカ・ワーキンググループを設置する。 

 

２ 構 成 

（１） 委 員  

  （科学委員会委員） 

   矢原 徹一 （一社）九州オープンユニバーシティ研究部長：生態学・進化生物 

   荒田 洋一  屋久島在住樹木医：植物生理 

    湯本 貴和  京都大学名誉教授：生態保全 

   松田 裕之  横浜国立大学大学院名誉教授：生態学、数理生態 

    八代田 千鶴（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所 

主任研究員：野生動物管理学 

 

 （特別委員） 

    手塚 賢至  屋久島ヤクタネゴヨウ調査隊代表：植物 

    鈴木 正嗣  岐阜大学応用生物科学部教授：哺乳類（シカ） 

   濱﨑 伸一郎 (株)野生動物保護管理事務所相談役：哺乳類（シカ） 

    杉浦 秀樹  京都大学野生動物研究センター准教授：哺乳類（サル） 

   ※ ＷＧには、検討テーマに応じ、適宜、特別委員を追加する場合がある。 

 

（２）  事務局 

林野庁九州森林管理局 

環境省九州地方環境事務所 

鹿児島県 

屋久島町 

 

 

３ 検討スケジュール（予定） 

（１） 令和６年７月     第１回ヤクシカＷＧ会合 

（２） 令和７年２月     第２回ヤクシカＷＧ会合 
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